
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
と
行
動
規
範
を
め
ぐ
る
諸
問
題

渡

井

理

佳

子

一

は
じ
め
に

二

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
本
質

三

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
と
行
動
規
範
の
策
定

四

お
わ
り
に一

は
じ
め
に

自
由
貿
易
の
実
現
を
目
指
す
最
初
の
国
際
的
な
枠
組
み
は
、
一
九
四
七
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
科
学
技
術
の
発
展
も
あ
っ
て
、
市
場
の
国
際
化
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
国
際
間
で
展
開
す
る
新
し
い
時
代

の
貿
易
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
五
年
に
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
を
経
て

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
誕
生
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
付
属
書
１
Ｂ
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）

も
発
効
し
た
。
一
九
四
八
年
に
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
と
し
て
始
ま
っ
た
取
組
み
も
、
現
在
で
は
三
〇
か
国
の
先
進
国

が
加
盟
す
る
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
と
な
り
、
貿
易
の
自
由
化
、
経
済
成
長
、
そ
し
て
途
上
国
支
援
を
三
大
原
則
と
し
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て
、
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
九
四
六
年
に
は
、
国
際
通
貨
シ
ス
テ
ム
の
安
定
維
持
に
よ
っ
て
、
持
続
的
な

経
済
成
長
と
生
活
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
経
済
取
引
の
前
提
と
も

い
う
べ
き
金
融
市
場
の
安
定
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
ま
た
は
国
家
フ
ァ
ン
ド
（
Sovereign
W
ealth
Funds,Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
の
投

資
行
動
が
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
二
〇
〇
八

年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
至
る
時
期
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
よ
る
欧
米
の
金
融
機
関
へ
の
投
資
が
、
事
態
の
悪
化
防
止
に
寄
与
し

た
と
い
う
評
価
も
あ
る
（

）。
欧
米
の
主
要
な
金
融
機
関
へ
の
投
資
だ
け
に
限
定
し
て
も
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
よ
る
二
〇
〇
六
年
三
月
か
ら
二
〇

1

〇
八
年
七
月
ま
で
の
投
資
総
額
は
七
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
て
お
り
（

）、
そ
の
動
向
は
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

2

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
受
入
国
か
ら
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
商
業
的
な
意
図
で
は
な
く
政
治
的
な
意
図
か
ら
海
外
投
資
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（

）。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
海
外
投
資
は
、
外
資
規
制
を
め
ぐ
る
新
し
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

3

ら（
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
行
動
規
範
の
策
定
に
至
る
ま
で
の
動
き
に
注
目
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た

4い
。

二

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
本
質

㈠

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
定
義
と
特
徴

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
期
以
降
、
主
に
産
油
国
や
新
興
国
で
設
立
さ
れ
て
き
た
が
、
設
立
時
期
や
規
模
は
様
々
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
義
的
な
定
義
は
存
在
し
て
い
な
い
。
最
も
広
く
は
、「
政
府
が
関
与
し
て
い
る
何
ら
か
の
資
産
運
用
組
織
や
基
金
（

）」
と

5

説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
は
公
的
年
金
基
金
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
味
で
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
該
当
し
た
と
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し
て
も
、
積
極
的
な
海
外
投
資
を
展
開
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
市
場
に
対
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
財
務
省
が
定
義
す
る
よ
う
に
、
市
場
で
重
視
さ
れ
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、「
外
国
為
替
資
産
に
よ
っ
て
資
金
調
達
さ
れ
、
政
府
が

外
貨
準
備
と
は
分
離
し
て
運
用
し
て
い
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（

）。
6

定
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
共
通
の
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
に
も
困
難
が
伴
う
が
、
二
〇
〇
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
証
券
大
手
で

あ
る
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ェ
ン
は
、
①
国
家
が
運
用
し
て
い
る
こ
と
、
②
資
産
に
外
貨
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
明
白
な
負
債
の
な
い
正
味
資
産
（
国
富
）
で
あ
る
こ
と
、
④
リ
ス
ク
の
許
容
度
が
高
い
こ
と
、
⑤
長
期
運
用

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
（

）。
①
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
不
可
避
の
要
素
で
あ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
で
あ
る
こ
と
の
要

7

件
で
あ
る
（

）。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
政
府
自
身
が
資
金
を
調
達
し
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
民
間
の
投
資
フ
ァ
ン
ド

8

の
よ
う
に
一
般
投
資
家
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
議
会
の
付
属
機
関
で
あ
る
政
府
監
査
院
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
が
二
〇
〇
八
年
に
出
し
た
報
告
書
で
は
、
資
産
の
大
き
な
も
の
か

ら
二
〇
ま
で
を
順
に
主
要
な
Ｓ
Ｗ
Ｆ
と
し
て
整
理
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
資
産
規
模
は
三
兆
ド
ル
近
く
に
上
っ

て
い
る
（

）。
そ
し
て
、
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｏ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
最
も
規
模
の
大
き
な
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
ブ
ダ
ビ
首

9

長
国
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
の
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
（
資
産
六
、二
五
〇
億
ド
ル
〜
八
、七
五
〇
億
ド
ル
）
で
あ
る
（

）。
資
産
規
模
が
一
、〇

10

〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
五
つ
あ
り
、
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
に
続
く
第
二
位
は
一
九
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ

ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基
金
（
資
産
三
、七
二
〇
億
ド
ル
）、
第
三
位
は
一
九
八
一
年
に
設
立
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

政
府
投
資
公
社
（
資
産
二
、一
五
〇
億
ド
ル
〜
三
、三
三
〇
億
ド
ル
）、
第
四
位
は
一
九
五
三
年
に
設
立
さ
れ
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ク
ウ
ェ
ー

ト
投
資
庁
（
資
産
二
、一
三
〇
億
ド
ル
〜
二
、五
三
〇
億
ド
ル
）、
第
五
位
は
二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
の
中
国
投
資
有
限
責
任
公

司
（
資
産
二
、〇
〇
〇
億
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
（

）。
こ
れ
に
、
一
九
七
四
年
に
設
立
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
財
務
省
の
持
株
会
社
で
あ

11

る
テ
マ
セ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
資
産
一
、〇
八
〇
億
ド
ル
）
と
二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
準
備
基
金
（
資
産
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三
三
〇
億
ド
ル
）
を
加
え
た
七
つ
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
そ
の
規
模
故
に
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
（

）。
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
を
見
る

12

だ
け
で
も
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
世
界
の
各
地
域
で
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
も
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
実
際
に
、
主
要
な
二
〇
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
う
ち
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
も
の
は
、
一
二
に
上
っ
て
い
る
。

㈡

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
資
金
と
運
用

１

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
資
金
調
達
と
設
立
目
的

ジ
ェ
ン
の
掲
げ
た
要
素
の
う
ち
、
②
の
資
産
に
外
貨
の
割
合
が
高
い
こ
と
と
③
の
負
債
が
な
い
こ
と
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
資
金
調
達
の

特
徴
で
あ
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
を
、
こ
の
見
地
か
ら
説
明
す
る
と
、
天
然
資
源
の
輸
出
・
売
上
収
入
、
外
貨
準
備
金
な
ど
か
ら
の
財
政
余
剰

を
資
金
源
に
、
政
府
が
マ
ク
ロ
経
済
目
的
の
た
め
に
保
有
・
運
用
す
る
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
（

）。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
で
は
、
資
金
を
ど

13

の
よ
う
に
調
達
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
れ
を
将
来
に
お
い
て
取
り
崩
す
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
う
ち
、
資
源
の
輸
出
に
よ
っ
て
得
た
外
貨
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
て
い
る
も
の
は
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
（
商
品
、
実

物
資
産
）
型
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
以
前
に
設
立
さ
れ
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
の
う
ち
、

中
東
産
油
国
の
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
北
海
油
田
を
持
つ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
開
発
を
進
め
る
ロ
シ
ア
は
、

石
油
の
輸
出
か
ら
の
膨
大
な
収
入
か
ら
資
金
を
調
達
し
て
お
り
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
型
の
典
型
で
あ
る
。
そ
の
他
の
ス
ー
パ
ー
セ
ブ

ン
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
投
資
公
社
と
中
国
投
資
有
限
公
司
は
外
貨
準
備
の
一
部
を
分
離
し
て
、
そ
し
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
テ
マ
セ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
財
政
余
剰
金
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
て
い
る
た
め
（

）、
こ
れ
ら
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー

14

型
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

資
金
調
達
方
法
の
違
い
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
目
的
に
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
設
立
目
的
か
ら
の
分
類
と
し

て
、
安
定
化
フ
ァ
ン
ド
、
貯
蓄
フ
ァ
ン
ド
、
外
貨
準
備
金
フ
ァ
ン
ド
、
開
発
フ
ァ
ン
ド
、
年
金
積
立
フ
ァ
ン
ド
を
挙
げ
て
い
る
（

）。
ま

15
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ず
、
安
定
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
天
然
資
源
の
価
格
変
動
に
よ
る
影
響
か
ら
予
算
と
経
済
を
防
衛
す
る
こ
と
を
目
的
に
（

）、
株
式
等
へ
の

16

投
資
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
次
に
貯
蓄
フ
ァ
ン
ド
は
、
次
世
代
の
国
民
に
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
背
景
に
は
オ
ラ
ン
ダ
病
の
予
防
が

あ
る
（

）。
オ
ラ
ン
ダ
病
と
は
、
輸
出
収
入
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
貨
高
を
招
い
た
と
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
国
の
輸
出
産
業
の

17
競
争
力
が
低
下
す
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
資
源
は
有
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
枯
渇
す
れ
ば
資
産
の
保
有
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
（
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
）
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
永
続
的
に
現
金
収
入
（
イ
ン
カ
ム
・
ゲ
イ
ン
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

投
資
を
行
っ
て
、
次
世
代
へ
と
収
益
（
リ
タ
ー
ン
）
を
先
送
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（

）。
つ
ま
り
貯
蓄
フ
ァ
ン
ド
は
、

18

財
政
の
安
定
と
維
持
の
確
保
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
外
貨
準
備
金
フ
ァ
ン
ド
は
、
外
貨
準
備
の
運
用
を
通
じ
て
の
収
益

確
保
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
外
貨
準
備
の
目
的
は
、
為
替
介
入
や
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
対
外
債
務
の
支
払
い
に
あ
る
た

め
、
安
全
性
の
高
い
運
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（

）。
そ
こ
で
、
外
貨
準
備
の
運
用
は
本
来
の
目
的
を
損
な
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

19

い
が
、
外
貨
準
備
金
フ
ァ
ン
ド
は
外
貨
準
備
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
分
離
し
、
そ
れ
を
高
い
リ
ス
ク
で
運
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

海
外
投
資
に
よ
っ
て
国
内
経
済
や
財
政
へ
の
負
荷
を
抑
え
、
通
貨
高
を
乗
り
切
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
（

）。
さ
ら
に
、
開

20

発
フ
ァ
ン
ド
は
、
国
家
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
重
要
な
産
業
基
盤
の
整
備
や
産
業
政
策
の
促
進
振
興
の
た
め
に
す
る
投
資
行

動
で
あ
る
。
最
後
に
、
年
金
積
立
フ
ァ
ン
ド
は
、
年
金
基
金
を
運
用
す
る
こ
と
で
、
国
民
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料
と
は
別
に
、
将
来

に
お
け
る
年
金
財
源
の
充
実
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
複
数
の
目
的
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
設
立
当

初
の
目
的
を
変
更
し
た
り
拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
（

）。
21

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
型
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
は
、
通
貨
高
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
貯
蓄
フ
ァ
ン
ド
が
多
く
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
国
家
の
金
融
政
策
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
増
え
て
き
た
外
貨
準
備
金
フ
ァ
ン
ド
も
、
通
貨
高

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
目
的
に
あ
り
、
同
じ
く
国
家
金
融
政
策
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
国
家
の
意

思
と
直
結
し
た
運
用
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
投
資
行
動
の
背
景
に
は
国
家
の
投
資
戦
略
が
あ
る
（

）。
22
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２

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
行
動

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
行
動
は
、
ジ
ェ
ン
の
掲
げ
た
要
素
で
は
、
④
の
リ
ス
ク
許
容
度
と
⑤
の
長
期
運
用
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
具
体
的
な
投
資
行
動
に
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
型
と
企
業
買
収
型
が
あ
る
（

）。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
型
で
は
、
株

23

式
、
国
債
・
社
債
、
資
産
担
保
証
券
、
商
品
、
不
動
産
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど
へ
の
海
外
投
資
が
行
わ
れ
る
（

）。
こ
こ
で
は
、
投
資
対

24

象
と
な
っ
た
企
業
等
に
お
け
る
経
営
支
配
権
の
取
得
は
視
野
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
安
定
し
た
長
期
的
な
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
い
る
。
初
期
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
型
の
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
市
場
原
理
に
の
っ
と
っ
た
行
動
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
保
守
的
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
（

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
買
収
型
は
、
特
定
の
企
業
の
経
営
支
配

25

権
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
収
益
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
自
国
内
の
産
業
育
成
を
図
る
こ
と
が
投
資
行
動

の
根
底
に
あ
る
（

）。
例
え
ば
、
国
家
の
重
要
な
産
業
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
の
投
資
や
、
自
国
に
は
な
い
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
の
投

26

資
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
一
般
に
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
型
を
選
択
し
て
、
ジ
ェ
ン
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
海
外
資
産
を
長
期
に
保
有

す
る
目
的
で
投
資
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
投
資
の
対
象
は
先
進
国
の
政
府
債
権
や
上
場
株
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
型
の
投
資
行
動
と
並
行
し
て
、
企
業
買
収
型
の
投
資
行
動
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
石
油
の
次
を
考

え
た
上
で
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
を
図
ろ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（

）。
こ
の
た
め
投
資
受
入
国
と
し

27

て
は
、
国
内
産
業
が
海
外
の
フ
ァ
ン
ド
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
安
全
保
障
上
の
問
題
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
二
〇
〇
一
年
の
大
規
模
テ
ロ
事
件
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
は
重
要
産
業
基
盤
の

保
護
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
対
内
直
接
投
資
に
は
新
た
な
規
制
が
導
入
さ
れ
た
（

）。
そ
し
て
、
実
際
に
重
要

28

産
業
基
盤
を
対
象
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
阻
止
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
も
見
ら
れ
て
い
る
（

）。
29
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㈢

Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
す
る
懸
念

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
設
立
目
的
か
ら
し
て
も
、
投
資
行
動
か
ら
し
て
も
、
投
資
受
入
国
か
ら
は
不
安
材
料
と
な
る
面
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
財
務
副
長
官
を
務
め
た
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
す
る
懸
念
と
し
て
第
一
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
不
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済

政
策
と
金
融
政
策
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（

）。
こ
れ
は
、
特
に
外
貨
準
備
金
型
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
当
て
は
ま
る
問
題
で
あ
り
、

30

Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
通
貨
高
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
道
具
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
第
二
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
金
融
市
場
の

安
定
に
と
っ
て
潜
在
的
な
不
安
定
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（

）。
ジ
ェ
ン
の
分
析
に
も
あ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
長
期
的
な
運

31

用
を
中
心
と
し
て
は
い
る
も
の
の
、
大
規
模
な
投
資
を
急
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
金
融
市
場
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
る
（

）。
ま
た
、
民
間
の
フ
ァ
ン
ド
と
は
異
な
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
自
国
政
府
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら
、
政
府
の
判

32

断
に
よ
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（

）。
そ
し
て
キ
ミ
ッ
ト
は
第
三
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
民
間
企
業
を
支
配
す
る
こ

33

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
挙
げ
、
こ
れ
が
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（

）。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、

34

重
要
産
業
基
盤
が
外
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
六
〇
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
資
本
自
由
化
コ
ー
ド
は
、
資
本
移
動
の
自
由
化
に
つ
い
て
の
国
際
的
投
資
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
例
外
の

ひ
と
つ
に
重
大
な
安
全
保
障
上
の
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
三
条
（

））。
ま
た
、
一
九
四
七

35

年
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
も
、
加
盟
国
が
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
一
定
の
措
置
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
基
本
原
則
の

例
外
に
な
る
と
し
て
い
る
（
二
一
条
⒝
（

））。
つ
ま
り
、
自
由
貿
易
や
資
本
移
動
の
自
由
化
を
原
則
と
す
る
中
に
も
、
国
家
の
安
全
保

36

障
の
確
保
は
重
要
な
利
益
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
安
全
保
障
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
す
る
行
動
規
範

の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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三

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
と
行
動
規
範
の
策
定

㈠

キ
ミ
ッ
ト
の
提
言

キ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
つ
い
て
の
懸
念
を
表
明
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
投
資
受
入
国
と
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
双
方
に

対
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
自
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
受
入
国
に
対
し
て
は
、
保
護
主
義

を
避
け
る
こ
と
、
公
平
で
透
明
な
投
資
政
策
を
と
る
こ
と
、
投
資
す
る
側
の
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
、
そ
し
て
投
資
者
を
平
等
に
扱

う
こ
と
を
求
め
て
い
る
（

）。
一
方
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
し
て
は
、
五
つ
の
原
則
を
提
案
し
た
。
第
一
原
則
は
、
政
治
目
的
か
ら
で
は
な
く
商

37

業
的
な
目
的
か
ら
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
（

）。
キ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
こ
の
点
を
投
資
原
則
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（

）。

38

39

第
二
原
則
は
、
国
際
的
な
水
準
に
か
な
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
で
あ
る
（

）。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
し
て
投
資
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

40

こ
と
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
管
理
と
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
理
由
と
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の

投
資
行
動
が
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
（

）。
第
三
原
則
は
、
民
間
と
同
等
な
公
正

41

な
競
争
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（

）。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
政
府
が
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の
フ
ァ
ン
ド
よ
り
も
早
期
に
投
資
に

42

有
利
な
情
報
を
取
得
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
民
間
の
フ
ァ
ン
ド
よ
り
も
優
位
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
不
当
に
活
用

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
キ
ミ
ッ
ト
の
指
摘
で
あ
る
。
第
四
原
則
は
、
世
界
の
金
融
情
勢
に
安
定
を
も
た
ら
す
よ
う
な
投
資
行

動
を
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
通
貨
高
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ

が
民
間
で
は
な
く
政
府
の
フ
ァ
ン
ド
で
あ
れ
ば
こ
そ
特
に
重
要
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
最
後
に
第
五
原
則
は
、
投
資
対
象
国
の
法
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

キ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
側
の
情
報
が
十
分
に
開
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
す
る
批
判
の
背
景
に
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
（

）。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
民
間
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
同
様
の
規
制
に
服
す
る
こ
と
は
法
的
に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
（

）、
ス
ー
パ
ー
セ
ブ

43

44
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ン
の
う
ち
運
用
を
め
ぐ
る
情
報
を
任
意
に
開
示
し
て
い
る
の
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基
金
の
み
で
あ
る
（

）。ま
た
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー

45

型
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
場
合
、
天
然
資
源
を
め
ぐ
る
情
報
は
国
家
機
密
に
属
す
る
部
分
も
多
く
、
限
定
的
に
し
か
開
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
行
動
規
範
に
は
、
投
資
行
動
の
透
明
化
と
説
明
責
任
の
確
保
を
盛
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
財
務
省
は
二
〇
〇
八
年
三
月
二
〇
日
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
投
資
公
社
お
よ
び
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
と
の
間
で
、
Ｓ
Ｗ

Ｆ
の
投
資
行
動
に
関
す
る
政
策
原
則
に
つ
い
て
合
意
に
至
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
（

）。
合
意
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
キ
ミ
ッ
ト
の
提
案
に

46

沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
行
動
規
範
の
実
現
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
っ
た
（

）。
47

㈡

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

二
〇
〇
八
年
二
月
九
日
の
七
か
国
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
７
）
の
声
明
（

）は
、
世
界
が
直
面
す
る
諸
課
題
の
ひ
と
つ

48

と
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｆ
を
と
り
あ
げ
た
。
声
明
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
進
め
ら
れ
て
い
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
組
織
構
造
、
リ
ス
ク
管
理
、
透
明
性
お
よ
び
説

明
責
任
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
最
良
慣
行
（
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
の
作
業
に
期
待
す
る
と
同
時
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の

投
資
受
入
国
に
向
け
た
最
良
慣
行
を
策
定
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
五
日
の
第
四
七
回
閣
僚
理
事
会
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
受
入
国
に
つ
い
て
の
閣
僚

宣
言
を
採
択
し
た
（

）。
閣
僚
宣
言
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
長
年
に
わ
た
っ
て
世
界
的
に
開
か
れ
た
投
資
環
境
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
を
前
提

49

に
、
①
投
資
受
入
国
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
よ
る
外
国
投
資
に
対
し
て
保
護
主
義
的
な
障
壁
を
築
く
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
②
公
平
性
お
よ

び
無
差
別
性
を
確
保
し
、
追
加
的
な
投
資
規
制
を
考
慮
す
る
の
は
、
正
当
な
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
対
処
す
る
た
め
、
内
外
の
投
資

家
に
対
し
て
共
通
に
適
用
す
る
政
策
が
不
十
分
な
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
③
安
全
保
障
上
の
見
地
か
ら
の
規
制
措
置
は
、
透
明
か

つ
予
見
可
能
で
あ
っ
て
、
安
全
保
障
上
の
危
険
と
比
例
し
た
も
の
で
あ
り
、
措
置
の
発
動
に
際
し
て
は
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
台
頭
す
る
以
前
か
ら
、
各
国
で
は
対
内
直
接
投
資
に
対
す
る
規
制
を
設
け
て
き
て
い
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
の
ほ
か
、
伝
統
的
規
制
産
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
電
気
通
信
産
業
な
ど
に
つ
い
て
は
個
別
法
に
よ

る
規
制
が
あ
る
（

）。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
安
全
保
障
の
見
地
に
根
ざ
し
た
規
制
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
に
関
し
て
も

50

適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
安
全
保
障
の
概
念
は
、
日
本
の
法
令
で
も
諸
外
国
の
法
令
で
も
明
確
な
定
義
を
置
い
た
例
は
な
く
（

）、
安

51

全
保
障
の
名
の
下
に
保
護
主
義
に
根
ざ
し
た
規
制
が
設
け
ら
れ
る
可
能
性
は
常
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
加
盟
国

で
あ
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
受
入
国
に
対
し
て
、
自
由
貿
易
の
尊
重
と
外
資
規
制
に
対
す
る
姿
勢
を
改
め
て
質
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

㈢

ト
ル
ー
マ
ン
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研
究
所
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
二
〇
〇
八
年

四
月
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
健
全
性
を
図
る
た
め
の
採
点
基
準
と
採
点
結
果
を
公
表
し
た
（

）。
こ
の
採
点
基
準
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ス
コ
ア

52

ボ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
、
ま
ず
組
織
構
造
に
関
し
て
八
項
目
の
採
点
基
準
を
設
け
て
お
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
目
的

が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
資
金
の
調
達
や
財
務
関
係
の
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。

次
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
七
項
目
の
採
点
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
は
政
府
と
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
る

い
は
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
民
間
企
業
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
意
識
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
透
明
性
と
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
一
四
項
目
の
採
点
基
準
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
期
的
な

収
支
報
告
書
の
作
成
と
そ
の
開
示
状
況
に
注
目
し
つ
つ
、
資
産
規
模
や
個
別
の
投
資
行
動
に
つ
い
て
、
詳
細
な
活
動
の
報
告
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
行
動
様
式
と
し
て
四
項
目
の
採
点
基
準
が
あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
な
ど
を
め
ぐ
る
投
資
に
関
す
る
方
針
を
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定
め
て
い
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
い
る
。

ト
ル
ー
マ
ン
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
よ
る
採
点
で
は
、
主
要
な
三
四
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
平
均
点
は
四
六
点
に
止
ま
っ
て
い
た
（

）。
ス
コ
ア

53

ボ
ー
ド
の
各
項
目
別
の
平
均
点
を
見
る
と
、
組
織
構
造
は
六
八
点
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
四
一
点
、
透
明
性
と
説
明
責
任
は
四
一
点
、
そ

し
て
行
動
様
式
は
二
五
点
と
な
っ
て
お
り
、
行
動
様
式
の
得
点
が
際
立
っ
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
（

）。
行
動
様
式
の
項
目
が
定
め
ら
れ

54

て
い
な
い
場
合
に
は
、
仮
に
透
明
性
と
説
明
責
任
を
確
保
し
た
と
し
て
も
、
結
局
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
ど
の
よ
う
な
方
針
で
投
資
を
行
っ
て

い
る
か
の
実
態
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
の
中
で
、
九
〇
点
を
超
え
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基

金
の
み
で
あ
り
、
最
低
は
九
点
の
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
と
カ
タ
ー
ル
投
資
庁
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
と
カ
タ
ー
ル
投
資
庁
は
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
項
目
で
は
い
ず
れ
も
〇
点
を
記
録
し
て
い
る
（

）。
55

ト
ル
ー
マ
ン
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
〇
日
の
講
演
で
、
海
外
投
資
は
国
の
決
め
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
投
資
を
公
共
部
門
が

行
う
と
す
る
な
ら
ば
、
公
金
で
何
を
す
る
の
か
に
つ
き
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

述
べ
た
（

）。
つ
ま
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
問
題
意
識
は
、
広
く
一
般
に
対
し
て
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

56

き
る
。

㈣

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則

二
〇
〇
八
年
五
月
一
日
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
創
設
し
、
同
年
一
〇
月
ま
で
に
Ｓ
Ｗ
Ｆ

の
行
動
規
範
を
策
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（

）。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
の
う
ち
二
五
か
国
の
代
表
が
参

57

加
し
、
そ
の
中
に
は
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｆ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｆ
か
ら
の
投
資
受
入
国
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
た
（

）。
58

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
議
長
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
投
資
庁
か
ら
の
代
表
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
通
貨
・
資
本
市
場
局
長
が
共
同
で
務
め
て
お
り
、
Ｓ

Ｗ
Ｆ
を
持
つ
諸
国
の
意
向
も
十
分
に
汲
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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は
、
予
定
通
り
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
一
般
に
認
め
ら
れ
る
原
則
と
慣
行
（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
）
を
公
表
し
た
（

）。
こ

59

れ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
透
明
性
お
よ
び
説
明
責
任
の
確
保
に
向
け
て
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
は
、
策
定
の
目
的
と
し
て
、
①
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
維
持
お
よ
び
資
金
と
投
資
の
自
由
な
流
通
の
確
保
、

②
投
資
受
入
国
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
お
よ
び
課
せ
ら
れ
る
情
報
開
示
義
務
の
遵
守
、
③
経
済
お
よ
び
財
務
上
の
リ
ス
ク
と
リ

タ
ー
ン
の
見
地
か
ら
す
る
投
資
の
実
行
、
④
適
切
な
運
用
統
制
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
と
説
明
責
任
を
果
た
す
に
足
り
る
透
明
性
お
よ

び
健
全
性
を
持
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
確
保
の
四
点
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
法
的
枠
組
み
、
目
的
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
の
調

整
」（
一
条
〜
五
条
）、「
機
構
上
の
枠
組
み
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
」（
六
条
〜
一
七
条
）、「
投
資
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
」

（
一
八
条
〜
二
四
条
）
に
分
け
て
行
動
規
範
を
整
理
し
た
。
具
体
的
に
見
る
と
、「
法
的
枠
組
み
、
目
的
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
の
調

整
」
は
キ
ミ
ッ
ト
の
五
原
則
と
基
本
的
に
重
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
目
的
や
資
金
調
達
を
明
確
に

定
め
、
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。「
機
構
上
の
枠
組
み
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
」
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
目
的
に
か
な
っ

た
組
織
の
あ
り
方
と
投
資
行
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
情
報
の
開
示
を
通
じ
て
の
透
明
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
投
資
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
」
で
は
、
キ
ミ
ッ
ト
の
五
原
則
の
う
ち
第
三
原
則
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
民
間
フ
ァ
ン
ド

と
比
較
し
て
不
当
に
優
位
に
立
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。
な
お
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
最
後
に
位
置
す
る
二
四
条
は
、

「
Ｓ
Ｗ
Ｆ
ま
た
は
そ
れ
に
代
理
す
る
者
に
よ
っ
て
、
定
期
的
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
、
審
査
（
review
）
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
般
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
遵
守
は
各
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
を

国
際
市
場
に
お
け
る
主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
求
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
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㈤

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
遵
守
状
況

ト
ル
ー
マ
ン
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
は
、
重
複
し
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
よ
る
と
、
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
原
則
の
満
点
は
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
で
は
七
四
点
に
相
当
す
る
（

）。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
第
一
七
条
は
、
財
務
状
況
に
つ
い
て
は
一

60

般
へ
の
公
開
を
定
め
て
い
る
が
、
第
五
条
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
適
時
に
所
有
者
（
ow
ner）
に
対
し
て

報
告
す
る
と
の
規
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
所
有
者
は
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
で

は
一
般
に
対
す
る
透
明
性
と
説
明
責
任
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
と
比
較
の
上
で
批
判
し
た
（

）。
サ
ン

61

テ
ィ
ア
ゴ
原
則
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
ま
で
遵
守
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
出
さ
れ
て
い
た
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
二
〇
〇
八
年

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
（

）と
二
〇
一
〇
年
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
（

）を
比
較
す
る
と
、
得
点
が
低
か
っ
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
で
も
平
均
し
て
三
点
程
度
は
プ
ラ

62

63

ス
し
て
お
り
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
は
無
意
味
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
策
定
か
ら
半
年
後
の
二
〇
〇
九
年
四
月
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｓ

Ｗ
Ｆ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
InternationalForum
ofSovereign
W
ealth
Funds,Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
の
設
立
を
発
表
し
た
（

）。
フ
ォ
ー
ラ
ム

64

の
メ
ン
バ
ー
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
あ
り
、
設
立
の
目
的
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
投
資
行
動
に
関
す
る
情
報
交
換
、

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
運
用
に
関
し
て
の
意
見
交
換
、
受
入
投
資
国
と
の
協
調
関
係
の
構
築
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
遵
守
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
自
己
評
価
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
発
表
し
た
（

）。
こ
の
内
容
は
、
二
〇
一
〇
年
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
（

）と
比
較
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
乖
離

65

66

は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
自
己
評
価
で
あ
っ
て
も
、
内
容
は
信
頼
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（

）。
67

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
し
て
回
答
を
求
め
る
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
無
回
答
も
母

数
に
含
め
て
計
算
を
す
る
と
、
七
八
％
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（

）。
68

Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
報
告
書
は
結
論
と
し
て
、
各
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
性
格
が
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
特
に
情
報
の
開
示
と
の
関
係
で
全
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て
の
Ｓ
Ｗ
Ｆ
を
統
一
的
に
扱
う
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（

）。
た
だ
し
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
遵
守
を
通
じ
て
透
明

69

性
と
説
明
責
任
が
確
保
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
間
で
共
通
の
認
識
が
得
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
と
っ
て
有
益
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
も
評
価
し
て
い
る
（

）。
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
メ
キ
シ
コ
で
、
そ
し
て
二
〇
一
三
年
に
は
ノ
ル

70

ウ
ェ
ー
で
総
会
を
開
く
こ
と
を
予
告
し
て
お
り
、
今
後
も
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
を
め
ぐ
る
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
国
際
取
引
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
も
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
の
遵
守

に
向
け
て
の
努
力
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
企
業
買
収
型
の
投
資
行
動
と
の
関
係
で
は
、
各
国
の
対
内
直
接
投
資
規
制
と
Ｓ

Ｗ
Ｆ
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
場
面
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
国
際
法
の
見
地
か
ら
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
が
国
家
の
フ
ァ
ン

ド
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
裁
判
権
免
除
や
課
税
免
除
を
享
受
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
（

）。
そ
こ
で
、
今
後
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
主
要
な
投

71

資
受
入
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
注
目
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
対
す
る
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（

）
A
m
y
K
eller,N
ote,Sovereign
W
ealth
Funds:
T
rustw
orthy
Investors
or
V
ehicles
of
Strategic
A
m
bition?
A
n

1A
ssessm
entofthe
Benefits,R
isks
and
Possible
R
egulation
ofSovereign
W
ealth
Funds,7
GEO
.J.L.&
PU
B
.PO
L’Y
333,

339-341（
2009）.

（

）
A
LBERT
O
QU
A
D
RIO
CU
RZIO
&
VA
LERIA
M
ICELI,SO
V
EREIGN
W
EA
LT
H
FU
N
D
S:A
CO
M
PLET
E
GU
ID
E
T
O
ST
A
T
E
-OW
N
ED
IN
V
EST
M
EN
T

2
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FU
N
D
S
12（
H
arrim
an
H
ouse,2010）.

（

）
See
generally
RobertM
.K
im
m
itt,Public
Footprints
in
Private
M
arkets:Sovereign
W
ealth
Funds
and
the
W
orld

3E
conom
y,87
FO
REIGN
A
FF
.119（
2008）.

（

）
中
谷
和
弘
「
外
資
規
制
を
め
ぐ
る
最
近
の
諸
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
八
号
四
四
頁
以
下
、
五
〇
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

4
（

）
U
nited
StatesGovernm
entA
ccountability
O
ffice,Sovereign
W
ealth
Funds:Publicly
A
vailable
D
ata
on
Sizesand

5Investm
ents
for
Som
e
Funds
A
re
Lim
ited
5（
GA
O
-08-946,W
ashington
D
.C.,Septem
ber,2008）.谷
山
智
彦
・
福
田
隆

之
・
古
賀
千
尋
『
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
入
門
』
三
二
頁
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（

）
ア
メ
リ
カ
財
務
省
の
ロ
ウ
リ
ー
次
官
代
理
の
発
言
で
あ
る
。
Clay
Low
ery,A
cting
under
Sec’y
for
Int’lA
ffairs,U
.S.D
ep’t.

6oftheT
reasury,Rem
arkson
Sovereign
W
ealth
Fundsand
theInternationalFinancialSystem
atSan
Francisco（
June

21,2007）.

（

）
Stephen
Jen,T
he
D
efinition
ofa
Sovereign
W
ealth
Fund
2（
M
organ
Stanley
Reports,O
ct.25
2007）.

7
（

）
谷
山
・
福
田
ほ
か
・
前
掲
注
(
)三
三
頁
。

8

5

（

）
U
nited
States
Governm
entA
ccountability
O
ffice,supra
note
5
at19.

9
（

）
Id.

10
（

）
Id.

11
（

）
A
nthony
W
ong,N
ote,Sovereign
W
ealth
Funds
and
the
Problem
of
A
sym
m
etric
Inform
ation:
T
he
Santiago

12Principles
and
InternationalR
egulations,34
BRO
O
K
LY
N
J.IN
T
’L
L.1081,1084-1085（
2009）.

（

）
中
谷
和
弘
「
政
府
系
企
業
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
と
国
際
法
」
法
学
教
室
三
四
〇
号
一
五
一
頁
以
下
、
一
五
四
頁
（
二
〇

13〇
九
年
）。

（

）
谷
山
・
福
田
ほ
か
・
前
掲
注
(
)四
〇
頁
。

14

5

（

）
InternationalM
onetary
Fund,Sovereign
W
ealth
Funds
│
A
W
ork
A
genda
5（
February
29,2008）
available
at

15http://w
w
w
.im
f.org/external/np/pp/eng/2008/022908.pdf.

（

）
中
村
み
ゆ
き
「
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
ｓ
）
に
お
け
る
投
資
行
動
分
析
│
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
ア
セ
ッ
ト
・
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

16
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の
考
察
か
ら
│
」
創
価
経
営
論
集
三
四
巻
二
・
三
合
併
号
五
七
頁
以
下
、
六
〇
頁
（
二
〇
一
〇
年
）。

（

）
InternationalM
onetary
Fund,supra
note
15
at5.

17
（

）
谷
山
・
福
田
ほ
か
・
前
掲
注
(
)九
七
頁
。

18

5

（

）
重
藤
哲
郎
「
ソ
ヴ
リ
ン
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
（
上
）
膨
張
す
る
国
家
フ
ァ
ン
ド
等
の
全
体
像
、
特
性
、
今
後
の
見
通
し
」
財
団
法
人
国

19際
金
融
情
報
セ
ン
タ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
レ
ポ
ー
ト
七
頁
（
二
〇
〇
七
年
）。

（

）
谷
山
・
福
田
ほ
か
・
前
掲
注
(
)一
二
三
頁
。

20

5

（

）
International
M
onetary
Fund,
G
lobal
Financial
Stability
R
eport:
Financial
M
arket
T
urbulence
Causes,

21Consequences,and
Policies
46-47（
IM
F
M
ultim
edia
Services
D
ivision
2007）.

（

）
国
営
企
業
と
は
異
な
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
投
資
の
専
門
家
で
あ
る
第
三
者
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
Brendan
J.Reed,N
ote,

22Sovereign
W
ealth
Funds:T
heN
ew
BarbariansattheG
ate?A
n
A
nalysisoftheLegaland
BusinessIm
plicationsoftheir

A
scendancy,4
VA
.L.&
BU
S.REV
.97,111-112（
2009）.

（

）
谷
山
・
福
田
ほ
か
・
前
掲
注
(
)六
四
│
六
七
頁
。

23

5

（

）
中
村
・
前
掲
注
(
)六
一
、
六
三
頁
。

24

16

（

）
前
田
匡
史
『
国
家
フ
ァ
ン
ド
│
国
際
金
融
資
本
市
場
の
新
た
な
主
役
』
八
二
頁
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）。

25
（

）
中
村
・
前
掲
注
(
)六
四
頁
。

26

16

（

）
前
田
・
前
掲
注
(
)八
七
頁
。

27

25

（

）
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
、
重
要
産
業
基
盤
と
は
「
物
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
重
要
な
シ
ス
テ
ム
や
資
産
で

28あ
っ
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
不
能
や
破
壊
が
国
家
安
全
保
障
の
弱
体
化
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
Foreign
Invest-

m
entand
N
ationalSecurity
A
ctof2007,Pub.L.N
o.110-49,121
Stat.246（
am
ending
50
U
.S.C.app.§2170（
2000））

§2,50
U
.S.C.app.§

2170（
a）（
6）.ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
対
内
直
接
投
資
規
制
に
つ
い
て
は
、
渡
井
理
佳
子
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

対
内
直
接
投
資
の
現
状
」
慶
應
法
学
一
九
号
一
一
七
頁
以
下
、
一
二
二
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（

）
二
〇
〇
五
年
に
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
港
湾
管
理
会
社
で
あ
る
ド
バ
イ
・
ポ
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
社
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
を
買
収

29し
よ
う
と
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
買
収
対
象
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
の
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
子
会
社
が
ア
メ
リ
カ
国
内
の
主
要
な
港
湾
施
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設
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
ア
メ
リ
カ
が
規
制
権
限
を
発
動
し
た
。
最
終
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に

働
き
か
け
、
ド
バ
イ
・
ポ
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
社
は
問
題
の
港
湾
管
理
に
関
す
る
事
業
を
ア
メ
リ
カ
企
業
に
売
却
す
る
こ
と
で
政
治
的
決
着

を
見
た
。
渡
井
理
佳
子
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
対
内
直
接
投
資
規
制
と
重
要
産
業
基
盤
の
確
保
│
二
〇
〇
七
年
外
国
投
資
お
よ
び
国
家
安

全
保
障
法
を
中
心
に
│
」
大
沢
秀
介
・
小
山
剛
編
『
自
由
と
安
全
│
各
国
の
理
論
と
実
務
』
二
〇
四
頁
以
下
所
収
、
二
一
五
│
二
一
六
頁

（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（

）
K
im
m
itt,supra
note
3
at122.

30
（

）
Id.

31
（

）
Id.at122,123.

32
（

）
W
ong,supra
note
12
at1094-1096.

33
（

）
Id.at123.

34
（

）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
資
本
自
由
化
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
中
谷
・
前
掲
注
(
)四
四
│
四
五
頁
。

35

4

（

）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
諸
協
定
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
管
理
す
る
諸
協
定
に
置
き
換
え
ら
れ
、
両
者
に
抵
触
が
あ
る
場
合
に
は
Ｗ
Ｔ

36Ｏ
協
定
が
優
先
す
る
が
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
二
一
条
⒝
は
現
在
も
有
効
で
あ
る
。

（

）
K
im
m
itt,supra
note
3
at127.

37
（

）
Id.

38
（

）
Id.

39
（

）
Id.

40
（

）
Id.銀
行
を
例
に
挙
げ
る
と
、
銀
行
は
自
己
完
結
的
に
業
務
に
従
事
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
銀
行
の
経
営
破

41綻
が
他
へ
と
連
鎖
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
銀
行
の
破
綻
が
、
時
を
経
ず
し
て
次
々
に
経
済
全
体
へ
と
波
及
す
る
リ
ス

ク
を
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
と
い
う
。

（

）
Id.

42
（

）
Id.at128.

43
（

）
Reed,supra
note
22
at106.

44
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（

）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
以
降
の
投
資
運
用
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お

45り
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
T
he
Governm
ent
Pension
Fund
N
orw
ay,available
athttp://w
w
w
.ftf.no/en/hom
e.

aspx.

（

）
D
epartm
ent
of
the
T
reasury,
T
reasury
Reaches
A
greem
ent
on
Principles
for
Sovereign
W
ealth
Fund

46Investm
entw
ith
Singapore
and
A
bu
D
habi（
M
arch
20,2008）,available
athttp://w
w
w
.treasury.gov/press-center/

press-releases/Pages/hp881.aspx（
lastvisited
O
ctober
11,2011）.

（

）
合
意
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
神
山
哲
也
「
大
手
Ｓ
Ｗ
Ｆ
と
総
合
協
定
を
締
結
す
る
米
国
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二

47〇
〇
八
年
春
号
五
八
頁
以
下
、
六
〇
│
六
一
頁
（
二
〇
〇
八
年
）。

（

）
財
務
省
「
七
か
国
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
声
明
の
ポ
イ
ン
ト
」
available
athttp://w
w
w
.m
of.go.jp/international_

48policy/convention/g7/cy2008/g7_200209.pdf.

（

）
O
rganisation
for
Econom
ic
Co-operation
and
D
evelopm
ent,O
ECD
D
eclaration
on
Sovereign
W
ealth
Funds
and

49Recipient
Country
Policies（
A
dopted
by
M
inisters
ofO
ECD
countries
at
the
Councilat
M
inisterialLevel,June
5

2008）
available
athttp://w
w
w
.oecd.org/docum
ent/41/0,3343,en_2649_34887_40790173_1_1_1_1,00.htm
l（
lastvisited

O
ctober
11,2011）.

（

）
中
谷
・
前
掲
注
(
)四
五
頁
。

50

4

（

）
渡
井
理
佳
子
「
国
家
安
全
保
障
と
エ
ク
ソ
ン
・
フ
ロ
リ
オ
条
項
」
新
防
衛
論
集
二
七
巻
一
号
九
五
頁
以
下
、
一
〇
一
頁
（
一
九
九
九

51年
）。

（

）
Edw
in
M
.T
rum
an,A
BlueprintforSovereign
W
ealth
Fund
BestPractices,Policy
Briefsin
InternationalPractices

52（
Peterson
Institute
for
InternationalEconom
ics
N
o.PB08-3,A
pril2008）
available
athttp://w
w
w
.piie.com
/publica-

tions/pb/pb08-3.pdf.

（

）
Id.at7.

53
（

）
Id.

54
（

）
Id.

55
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（

）
Edw
in（
T
ed）
M
.T
rum
an「
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
関
す
る
考
察
と
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
概
要
に
つ
い
て
」
日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
政
府
系

56フ
ァ
ン
ド
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
の
役
割
と
政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
九
九
頁
以
下
所
収
、
九
九
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。

（

）
International
M
onetary
Fund,
International
W
orking
Group
of
Sovereign
W
ealth
Funds
is
Established
to

57Facilitate
W
ork
on
V
oluntary
Principles（
Press
Release
N
o.08/97,M
ay
1,2008）
available
at
http://w
w
w
.im
f.

org/external/np/sec/pr/2008/pr0897.htm
.

（

）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
イ
ラ
ン
、
オ
ー
ス
ト

58ラ
リ
ア
、
カ
タ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
チ
リ
、
中
国
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
メ
キ
シ
コ
、
リ
ビ
ア
、
ロ
シ
ア
の
二
三
か
国
に
、

恒
久
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
オ
マ
ー
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
世
界
銀
行
お
よ
び
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
参
加
し
て
い
た
。
日
本
も
、

投
資
受
入
国
の
立
場
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
関
与
し
て
い
る
。
InternationalW
orking
Group
ofSovereign
W
ealth

Funds,Sovereign
W
ealth
Funds
Generally
A
ccepted
Principles
and
Practices
“Santiago
Principles”（
O
ctober
2008）

available
athttp://w
w
w
.iw
g-sw
f.org/pubs/eng/santiagoprinciples.pdf.

（

）
Id.サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
に
つ
い
て
の
邦
語
文
献
と
し
て
中
谷
・
前
掲
注
(
)が
あ
り
、
全
条
文
の
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

59

13

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
原
則
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
し
て
は
、
神
山
哲
也
「
Ｓ
Ｗ
Ｆ
：
行
動
規
範
の
策
定
と
動
向
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー

タ
リ
ー
二
〇
〇
九
年
冬
号
一
四
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（

）
神
山
・
前
掲
注
(
)一
五
〇
頁
。

60

59

（

）
神
山
・
前
掲
注
(
)一
五
一
頁
。

61

59

（

）
T
rum
an,supra
note
52
at7.

62
（

）
ED
W
IN

M
.TRU
M
A
N
,SO
V
EREIGN

W
EA
LT
H

FU
N
D
S:TH
REA
T
O
R

SA
LV
A
T
IO
N

72-73（
Peterson
Institute
for
International

63Econom
ics,2010）.な
お
、
二
〇
一
〇
年
の
全
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。
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情
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。
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